
平成 29 年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善のプロセス①-1 

２（3）授業の質的改善のプロセス 

ア Ａ校（第３学年）の実践  

(ｱ)  手引きを活用した質的改善の実際 

２（2）授業の見直しと質的改善を図るための手立てに沿って、実際に授業の質的改善を図っ

たＡ校第３学年の実践を紹介します。資料１（授業の質的改善のプロセス①-1～①-3）は、Ａ校

の質的改善の実際（一部）を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✔ 

 

さあ、授業改善のスタートだ。 

まずは、簡単なチェック！ 

自分のスタートラインはどこ

だろう？   してみよう。 

注意：画像はイメージです。リンクしていません。 

✔ 
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指示された「手引き」のページ 

手順１【児童の実態を資質・能力の面から捉える。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順２【児童の実態を「主体的・対話的で深い学び」の３つの視点から捉える。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

 

今日の授業で何を調べるとよいのか、分かって
いない子が多いな。目的意識をもって調べ学習
をしているとは言えないな。自分の授業を振り
返ってみよう。Ｂ①②、Ｃ①②③へＧＯ！ 



平成 29 年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善のプロセス①-3 

 

 

手順３【日々の教師の授業を振り返る。】 

手順４【授業で取り入れる手立て、または意識することを考える。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ Ａ校の質的改善の実際（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎時間、学習問題の解決のため
に、何を調べてよいのか問い掛
けることはやっていないなあ。
まずはそこから始めよう。 

毎時間、学習問題の内容を確認
することはやっているぞ。 ✔ 
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 (ｲ) 質的改善の推移 

前頁資料１で示すように、Ａ校第３学年においては、手引きに沿った考え方に沿って、児童の実態

を「育成すべき資質・能力」の視点（手順１）と「主体的・対話的で深い学び」の視点（手順２）か

ら捉え、教師の指導の現状を振り返りました（手順３）。その後、指導をどのように改善していくのか

を考えました（手順４）。Ａ校第３学年では、７月から 12月まで単元ごとに同様の手順を踏みながら、

授業の質的改善を図っていきました。以下の①～⑧は、質的改善の推移を「授業の見直しと質的改善

を図るための手立て-1」図１に合わせ整理したものです。 

 

① ６月実践 単元「私たちの佐賀市（前半）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ７月実践 単元「私たちの佐賀市（後半）」 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

〇調べた事実を関連付けて考え、記述することが

少しずつできてきている。 

●その資料がどのような内容を示しているのか読

み取ることが難しい児童が多い。 

●友達の考えを聞いて、新たに気付いたり、考え

を付け加えたりする児童が少ない。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

〇自分事（自分達でつくったという意識）とし

て学習問題を捉えさせることにつながって

いる。 

○毎時間の課題については理解して、取り組む

ことができるようになってきている。 

●児童が何のために話し合うのか理解できてい

ないため、話合い活動が深まっていない。 

※次単元に取り入れる手立て（［］…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※問題意識をもって、単元の学習に取り組むことができるように、児童から気付きや疑問を引き出

し、それらを基に学習問題を設定するようにする。[Ａ③] 

※毎時間、学習の初めに何を調べる時間か確認をする。[Ｃ①] 

※毎時間、ペアで話し合う時間を設定する。[Ｄ⑥] 

資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

●自分たちが住んでいる市について、調べた事実

を個別に記述することはできているが、調べた

事実を関連付けて記述することはできていな

い。 

●資料を基に、調べるべき内容に関わる情報を読

み取ることができていない。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

●目的意識を持って調べたり、考えたりしている

児童が少ない。 

●学習問題に対して、知識を関連付けて考えるこ

とができる児童が少ない。 

●話合いの場を設定しても、自分の考えを伝える

だけで、交流し深めることができていない。 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

●理解を深めさせるための問いの設定や発問を行っていない。 

●「学習問題について調べる」という意識を児童に持たせられず、主体的に問題解決学習を行うこと

ができていない。 

●児童の実態に応じた適切な資料を渡すことや調べ方を指示することができず、効果的な調べ活動を

行わせることができていない。 

●児童に対話を促すことができず、自分の考えを深めさせることができていない。 

●対話する意図を児童に理解させられず、主体的に対話をさせることができていない。 
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③７月～９月実践 単元「私たちの佐賀市（後半）～店で働く人（前半）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 
●衛生から見た佐賀市の様子を基に気付きや疑問を出させ、それらを基に学習問題を設定するように
したが、自分たちの問題として捉えさせることができたのか疑問である。 

●毎時間、ペアで話し合う時間を設定したが、話し合う目的を伝えていない。 
●教科書や副読本の資料を一度に全て見せていることで、児童がどの資料を見ればいいのか難しさ
を感じているのではないか。 

●児童の反応に対し、問い返しが曖昧で、どのようなことを考えさせるための問いなのか、児童に理
解させることができなかった。 

資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

◯教科書の文章から、必要な情報を読み取るこ

とができている。 

◯教科書の限定したページの範囲内から、必要

な資料を探すことができている。 

●学習問題についてまとめさせると、１単位時

間ごとのめあてについて記述したものが多

く、これまで獲得した知識を相互に関連付け

て記述したものはほぼなかった。 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

●資料を限定することで、技能の高まりはうかがえるが、教師主導になっているように思える。 

●学習問題を教室に掲示し、学習中も意識できるようにしているが、効果が見られないため、他にも

意識できるような手立てを取る必要がある。 

●学習問題と本時の課題（めあて）との関わりを意識させられていない。そのため、単元を通して学

習問題を解決するという意識が薄かったのではないか。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

○学習問題を意欲的につくろうとする姿を見るこ

とができた。 

●課題追究の過程において、学習問題を意識でき

ていない児童がいる。 

●話合いの目的を理解できておらず、必然性を実

感させきれていない。そのため、主体的な話合

い活動につながっていない。 

 

※次単元に取り入れる手立て（［］…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※学習問題を設定するときに、児童が持った気付きに対し、問い返しをしながら、「調べてみたい」と

思わせるようにする。                               [Ａ⑤] 

※調べる活動において、読み取る技能を高めるための手立てとして、資料の内容を１つずつ確認した

り、資料の枚数を制限して提示する。                     [Ｃ④、Ｃ⑤] 

※児童の反応に対し、問い返しを行い、事実相互を関連付け理解を深めさせるようにする。 [Ｃ⑩] 

※次単元に取り入れる手立て（［］…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※毎時間、授業最後の振り返りの場面で、学習問題についてじっくりと考えさせ記述する時間を取

る。[Ｃ⑪] 

※キーワードを導き出し、学習のまとめを行わせる。[Ｄ⑧] 

※資料を選択したり、資料から読み取ったりする技能がまだまだ十分ではないので、資料を限定す

る手立ては継続するようにする。[Ｃ④][Ｃ⑤] 

※本時の学習と学習問題とのつながりを毎時間確認したり、つながりが分かる図を示したりする。 

[Ｃ①] 
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④９月実践 単元「店で働く人（前半）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤９月～10 月実践 単元「店で働く人」 

授業の質的改善を図った単元の実際はこちらから⇒    授業の実際はこちらから⇒     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

◯単元を通して、学習したことを活用して学習

問題について考えることができる児童が徐々

に増えてきている。 

●学習問題や本時のまとめの記述を「たくさん」

「いろいろな」でまとめているが、概念的な理

解に至っているのか（社会的事象の意味理解

ができているのか）検証が必要である。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

◯学習問題を解決するために、本時の学習を行

っているという意識が少しずつ出てきている。 

●少しずつ主体的に話合い活動を行うことがで

きているが、まだ十分ではない。 

 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

●毎時間、授業最後の振り返りの場面で、学習問題について記述する時間を取ったが、どのように

記述すればよいのか、具体的なイメージを伝える必要があると思う。 

●キーワードを導き出させて、学習のまとめを行わせているが、そのキーワードの意味を理解して

記述できているのか、判断が難しい。キーワードを見いだす過程において、意味を考えさせる手

立てが不十分かもしれない。 

※次単元に取り入れる手立て（［］…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※学習問題の設定時に、調べる計画（順番、内容）を立てさせる。 [Ｂ①、Ｂ②] 

※事実を調べて終わりではなく、事実を基に考えさせる発問を段階的に行う。 [Ｄ①] 

※毎時間、学習問題について考えを記述させたり、振り返りの時間を設定したりする。学習問題につ

いての記述が時間的に難しいときは、「今日の学習で分かったことから、学習問題は解決しそうで

すか？」「解決できないならば、何を調べる必要がありますか？」など、意識するような問い掛け

を必ず行うようにする。 [Ｃ⑪] 

※ペアやグループでの対話を取り入れるが、必然性のある対話になるように、他の意見を参考にする

よさを伝えるなど意識する。 [Ｄ④] 

※学習問題や本時の課題について考えを記述させる際に、キーワードを見いださせ、活用させる。 

[Ｄ⑧] 

http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h29/01_syo_chu_kakukyouka/02_syou_syakai/documents/tangenjissai1.pdf
http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h29/01_syo_chu_kakukyouka/02_syou_syakai/documents/2_4_1_jireiA1.pdf
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⑥10月実践 単元「店で働く人（後半）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦11月実践 単元「農家の人々（前半）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

◯学習の目的を理解して学習を進めることがで

きている。 

 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

○毎時間「今日は、何の学習をするか分かる？」と問い掛けていることで、児童に目的意識を持た

せることにつながっている。 

●情報を読み取る力が少しずつ付いてきたと判断し、調べるための資料の枚数を少し多めにした

が、まだ情報量が多く、児童を混乱させてしまった。 

 

 

 資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

◯限定した資料を基に、目的に応じて情報を読み

取ることができるようになってきた。 

〇調べた事実を関連付けて記述することができ

るようになってきた。 

〇前時までの内容を取り入れて、振り返りの記述

をすることができるようになってきた。 

●これまでの学習を新聞にまとめる際に、個別の

資料から読み取ったことや分かることのみを

記述したり、これまでにまとめた文を転記した

りしていた。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

◯友達の考えを聞きたいと意欲が高まり、話合い

活動が主体的に行われるようになった。 

〇友達の考えを参考にして、自分の考えを変えた

り付け加えたりすることができていた。 

●これまで調べた事実を基に総合的に考え、記述

することができるようになってきた一方で、個

別の事実と関係付けて説明することが難しく、

理解が深まっているか判断が難しい。 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

〇本時の課題と学習問題との関係を示した図を提示したことで、何を学習するか目的意識を明確に

しながら学習を進めることにつながっている。また、調べた事実を関連付けて記述することにも

つながっていると思う。 

〇友達の考えを聞いて自分の考えを修正し、書き加えさせることで、よりよい意見になった実感を

持たせることにつながっていると考える。話合いに主体的に取り組む児童の姿から効果を実感し

ている。 

●具体的な個別の知識にも段階があるのではないか。段階を意識せずに発問をしているので、発問

を整理して、児童の反応に対し問い返しを行うようにしていく。 

 

 

※次単元に取り入れる手立て（［］…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※具体的知識から概念的知識につながる段階を整理して、発問や問い返しを行う。[Ｄ①] 

 

資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

◯副読本から必要な情報を読み取ることができ

る児童が少しずつ増えてきている。 

●個別の社会的事象を関連付けて考えることが

できるようになってきた児童がいる反面、社会

的事象を羅列することにとどまっている児童

もいる。 
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⑧12月実践 単元「農家の仕事（後半）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨１月実践 単元「むかしの道具とくらし」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※次単元に取り入れる手立て（［]…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※実態に応じて、調べるための資料の枚数をもう少し制限することが必要である。[Ｃ④、Ｃ⑤] 

※具体的知識から概念的知識につながる段階を更に整理して、発問や問い返しを行う。[Ｄ①] 

 
資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

◯調べてきたことを生かし、農家の仕事を紹介す

るキャッチコピーを考えることができるよう

になった。 

●調べたことの一つ一つが農家の工夫や努力

であることとつながっていない。具体的な

事実相互の関連性を児童が理解できていな

い。 

 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

◯本時はどのような学習をするのか意識するこ

とができており、主体的な学びに向かうように

なってきた。 

◯自分で考えたキャッチコピーを相互に交流し

合い、似ている箇所や違う箇所に気付き、自分

のキャッチコピーに取り入れようとしていた。 

 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

◯調べてきたことを「工夫していること」「努力」「ほか」に図を使って分け、それぞれがつながって

いることを視覚で確認できるようにした。 

●農家の工夫や努力が、それぞれ「何のためのものか」と個別に問うていくと、調べたことの一つ一

つの関連に気付き、「工夫や努力」との関連も認識させることができたのではないか。 

◯キャッチコピーを考える際、具体例を示したので、見通しを持たせることにつながった。 

 

 

※次単元に取り入れる手立て（［］…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※調べてきた事実を、具体的知識から概念的知識へとつながるように整理し、整理した図を掲示す

る。［Ｃ①、Ｃ②］ 

※調べてきた事実を整理し、個別に意味を問う発問を行う。 [Ｄ①] 

 

 

 

資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

◯調べたことから考えを導き出すことができる

ようになってきた。 

◯絵や図からその違いを見付けたり、関係性を考

えたり、必要な情報を見いだしたりすることが

できるようになった。 

●絵や図の違いがなぜ違うのか、なぜその関係に

したのか説明することができない（例：洗濯に

関わる道具３種類の並べ替えはできるが、なぜ

そのように並べたのかは説明できない）。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

◯本時の学習で何をするのか意識しながら、主体

的に学習に取り組むことができてきた。 

◯自分の意見を少しずつ友達に伝えることがで

きるようになってきている。 

◯調べ学習では、友達と相談しながら学習を進め

る姿が見られるようになった。 

◯友達の意見との相違点に気付くことができた。 

●友達の意見との相違点から、疑問に思ったり理

由を尋ねたりすることができない。 
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教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

◯洗濯に関わる道具３種類を並べ替えさせた際、注目した部分やその役割を尋ねることで、並べ替

えさせた訳を言えるように支援した。 

◯調べて分かった事実を基にまとめさせるために、まとめにつながるような発問を行い、児童がま

とめを導きやすいようにした。 

●友達の意見との相違点について、疑問を持つまでに至らない。自分の考えが確固としたものでは

ないため、まずは自分の考えをしっかり持たせる必要がある。そのためにも、「事実」と「事実か

ら考えられること」とを分けて考えるように指導する必要がある。 

※次単元に取り入れる手立て（［］…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※調べた知識を整理し、段階に合わせた発問やつなぐ発問をする。[Ｄ①] 

※資料の読み取りの際には、資料の中で注目させたい部分とその部分から推測されることを押さえ

て、両者をつなぐように意識ができるような発問をする。[Ｃ④] 

 資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

◯調べて分かったことを基に、まとめを記述する

ことができた。 

◯自分が調べたいことを選ぶことができるよう

になった。 

●調べたことを基に、社会的な問題について自分

の考えを持つことが難しい。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

◯本時に調べることや活用する資料について、意

識しながら学習を進めることができた。 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

◯読み取りが難しい資料は、調べ学習に取り組ませる前に、資料の内容について分かりやすく説明し

た。 

●調べて分かったことを基に自分の考えを持たせるために、「このお祭りはなくなってもいいのか

な？」と問い掛けを行ったが、手立てとして不十分であった。お祭りに対する思いを高めた上で、

自分の考えを表現しやすくするための手立てを取り入れる必要がある。 

◯学習を始める際に、「何の学習をしていたのかな？」「どの資料を使って調べたらいい？」などと問い

掛けを行うことで、児童が学習することや調べることを意識しながら学習を進められるようにした。 

 

 

※次単元に取り入れる手立て（［］…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※主体的に調べ学習を行うことができるように、資料の限定をする際は、その中で活用する資料を選

ばせる。［Ｃ④、Ｃ⑤］ 

※学習する内容や調べることを分かりながら学習を進めることができるように、内容や資料について

随時確認を行うようにする。［Ｂ①、Ｃ①］ 

※話し合った内容のまとめ方を例示する。［D⑦］ 

※学んだことと自分たちの生活（自分にできること）とをつなげて考えさせる。［F④］ 


